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新規事業や政策的な予算を追加補正

令和元年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

令和元年 第２回 定例会 ６月１８日～２０日まで

一般会計 　　　
　歳入歳出予算に 2 億 6,899 万 1 千円を追
加し、総額を 44 億 3,449 万 1 千円としま
した。
■主な歳出内容
【総務費】
○ホームページシステム更新事業
	 9,567 万円を追加
○住民基本台帳システム機器更新事業
	 448万 6千円を追加
【民生費】
○訓子府福祉会補助金	 68万 9千円を追加
【農林水産業費】
○�畜産経営継続支援対策事業補助金（対象畜
産業者）

	 580万円を追加
○農業基盤整備事業（５事業）
	 3,940 万 9千円を減額
○共同利用模範牧場水道管敷設替事業
	 357万 5千円を追加

【商工費】
○プレミアム付商品券発行事業補助金
	 562万 5千円を追加

【土木費】
○町道舗装修繕事業	 4,000 万円を追加
○橋梁長寿命化修繕事業	 5,600 万円を追加
○公営住宅改修事業	 2,600 万円を追加
【消防費】
○災害用備蓄品購入事業
	 278万 5千円を追加
【教育費】
○温水プール整備事業	2,072 万 5千円を追加
○スキー場整備事業	 364万 2千円を追加

介護保険会計 　
　歳入歳出予算に 784 万 9 千円を追加し、
総額を5億 7,494 万 9千円としました。
■歳出内容
○国庫支出金等返還金	 784万 9千円を追加
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◆��

訓
子
府
町
森
林
環
境
譲

与
税
基
金
条
例
の
制
定

　

森
林
の
整
備
及
び
木
材

利
用
の
促
進
に
必
要
な
事

業
に
要
す
る
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

◆�

町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
に
つ
い
て
改
正
し
ま
し

た
。

◆�

訓
子
府
町
新
規
就
農
者

等
支
援
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

農
業
人
材
力
強
化
総
合

支
援
事
業
実
施
要
綱
の
施

行
に
伴
い
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

◆�

北
海
道
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

◆�

北
海
道
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
◆�

北
海
道
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合

規
約
の
変
更

　

３
件
と
も
構
成
団
体
の

解
散
に
伴
い
、規
約
を
変
更

し
ま
し
た
。

◆
財
産
の
取
得

　

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及

び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
等

を
㈱
ズ
コ
ー
シ
ャ
か
ら
４
，

８
３
８
万
４
千
円
で
購
入

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認

　

訓
子
府
町
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

急
を
要
し
た
た
め
専
決
処

分
し
た
旨
の
報
告
を
受
け

承
認
し
ま
し
た
。

◆�

幸
栄
団
地
公
営
住
宅
建

設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

久
島
工
業
㈱
と
８
，
３

７
０
万
円
で
契
約
締
結
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◆�

監
査
委
員
の
選
任
（
識

見
を
有
す
る
監
査
委

員
）

　

令
和
元
年
７
月
16
日
に

任
期
満
了
と
な
る
監
査
委

員
に
平
塚
晴
康
さ
ん
（
大

町
・
新
任
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
元
年
７

月
17
日
か
ら
令
和
５
年
７

月
16
日
ま
で
の
４
年
間
。

◆�

選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙

　

令
和
元
年
７
月
１
日
に

任
期
満
了
と
な
る
委
員
４

名
・
補
充
員
４
名
が
、
次

の
と
お
り
当
選
し
ま
し
た
。

（
委　

員
）

森
下　

直
治
さ
ん
（
穂
波
）

芳
賀　

孝
司
さ
ん
（
大
町
）

村
口
多
加
代
さ
ん
（
東
町
）

太
田　
　

悟
さ
ん
（
東
町
）

（
補
充
員
）

・
順
位
１
位

川
戸　

洋
子
さ
ん
（
清
住
）

・
順
位
２
位

齊
藤　
　

聡
さ
ん
（
東
町
）

・
順
位
３
位

木
山　

尚
美
さ
ん
（
日
出
）

・
順
位
４
位

砥
石　

真
吾
さ
ん
（
元
町
）

　

任
期
は
、
令
和
元
年
７

月
２
日
か
ら
令
和
５
年
７

月
１
日
ま
で
の
４
年
間
。

◆�

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
（
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
）
の
報
告

　

農
業
基
盤
整
備
事
業
等

８
事
業
の
事
業
費
８
，
１

８
５
万
５
千
円
を
令
和
２

年
度
に
繰
り
越
し
た
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆�

訓
子
府
町
ふ
る
さ
と
お

も
い
や
り
寄
付
金
等
の

運
用
状
況
報
告

　

平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ

と
お
も
い
や
り
寄
付
金
等

の
運
用
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆�

教
育
委
員
会
の
活
動
状

況
に
関
す
る
点
検
・
評

価
報
告

　

教
育
委
員
会
か
ら
平
成

30
年
度
の
活
動
状
況
に
関

し
て
、
点
検
・
評
価
し
た

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
出
納
検
査
結
果
報
告

　

監
査
委
員
か
ら
４
月
か

ら
６
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事

業
会
計
に
つ
い
て
例
月
出

納
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
状
な
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
議
員
の
派

遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

○�

北
海
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会
お
よ
び
道
内
行

政
視
察
研
修
（
６
月
25

日
～
26
日
札
幌
市
・
滝

川
市　

全
議
員
）

○�

町
村
議
会
新
任
議
員
研

修
会
（
７
月
22
日
網
走

市　

泉
議
員
、
谷
口
議

員
、
仁
木
議
員
）

○�

北
海
道
町
村
議
会
広
報

研
修
会
（
８
月
19
日
～

20
日
札
幌
市　

泉
議
員
、

谷
口
議
員
）

人

事

案

件

※
原
案
同
意

条
例
の
制
定
等

※
原
案
可
決

報

告

※
報
告
了
承

議
員
の
派
遣

※
決
定

選

挙

※
当
選

◆強風による農業被害について
　５月 18 日から 21 日にかけて発生した強風による農業被害についての状況及び町の対応等に
ついて報告がありました。
◆小型電気自動車の寄贈について
　町に役立てていただきたいと、小型電気自動車１台の寄贈がありました。

町長からの行政報告（要旨）
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「
ア
ー
ト
・
タ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」っ
て
？

　

こ
の
事
業
は
武
蔵
野
美
術
大
学
と
の
連
携
事
業
で
訓

子
府
町
に
お
け
る
美
術
部
門
で
の
人
づ
く
り
を
行
う
事

業
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は

①
彫
刻
作
品
公
開
制
作

　

武
蔵
野
美
術
大
学
推
薦

の
作
家
に
よ
る
「
鉄
」
を

使
っ
た
作
品
の
制
作
過
程

の
公
開
。

②�

彫
刻
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と

し
た
夏
休
み
の
宿
題
や
工

作
等
の
参
考
に
な
る
講
座
。

③�

旅
す
る
ム
サ
ビ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

　

こ
ど
も
園
の
園
児
、
保

護
者
な
ど
を
対
象
と
し
て

「
旅
す
る
ム
サ
ビ
」
の
メ

ン
バ
ー
が
実
施
す
る
。

　

以
上
の
３
事
業
が
主
体

で
、
今
年
度
予
算
額
は
約

２
３
９
万
円
程
度
で
す
。

令和元年第２回定例会　賛否の公表

内　　　　　　　　　容 結  果 泉
工

藤

谷

口

河

端

西

森

山

田

余

湖

仁

木

西

山

須

河

令和元年度各会計補正予算 
（一般、介護）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

条例の一部改正 
（町税条例、訓子府町新規就農者等支援条例）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

条例の制定 
（訓子府町森林環境譲与税基金条例）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

規約の変更 
（北海道市町村総合事務組合規約、北海道市町村職員退職
手当組合、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

人事案件 
（監査委員の選任）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

財産の取得
（訓子府町庁内ネットワーク及びコンピュータ機器等
購入）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

契約の締結
（幸栄団地公営住宅建設工事請負契約）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分の承認
（訓子府町介護保険条例の一部改正）

可  決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○：賛成、×：反対

※須河議員は議長のため採決に加わっていません。
※各議案の採決で、異議なく原案可決されたものは、全員賛成したものとして表記しています。

こ
れ
っ
て

 

な
ん
だ
ろ
う
?!
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急
務
で
あ
る
居
武

士
小
の
教
員
欠
員
補
充
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
頭
が
仮
担
任

と
な
り
学
級
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
道
教
委
は
じ
め

管
内
・
管
外
に
も
人
材
を

求
め
欠
員
補
充
に
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

体
制
の
整
備
が

簡
単
で
は
な
い
こ
と
は
分

っ
た
が
、
児
童
の
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
長
い
目
で
き

ち
ん
と
見
て
ほ
し
い
の
と
、

学
習
に
遅
れ
の
な
い
よ
う

十
分
目
を
行
き
届
か
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
意
識
が
高
ま
る

な
か
、
教
員
欠
員
に
よ
る

業
務
負
担
増
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

今
在
籍
し
て
い

る
先
生
方
に
は
確
か
に
負

担
を
か
け
て
い
る
の
で
教

育
委
員
会
と
し
て
も
支
援

し
て
い
く
考
え
で
す
。

本
町
の
児
童
生
徒

を
守
る
た
め
の
対
策
が
必

要
と
感
じ
る
が
、
教
職
員

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

研
修
を
町
と
し
て
取
り
組

む
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
服
務
規
律
の
順

守
を
喚
起
し
て
お
り
特
に

５
月
、
６
月
は
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
月
間
と
し
不
祥

事
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

信
頼
さ
れ
る
教
職
員
を
目

指
し
学
校
と
教
育
委
員
会

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

児
童
生
徒
が
被
害

に
遭
っ
た
場
合
、
学
校
で

の
相
談
窓
口
は
ど
こ
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。

相
談
内
容
に
よ

り
、
担
任
・
養
護
教
諭
・

教
育
専
門
員
が
相
談
を
受

け
る
体
制
を
と
っ
て
い
る

が
、
家
庭
や
地
域
と
も
連

携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち

の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

相
談
窓
口
は
ど
こ

な
の
か
を
日
頃
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
お
く
べ

き
で
す
。
口
頭
・
書
面
の

他
に
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
困
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
確
認
す
る

の
も
方
法
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

い
じ
め
、
体
罰

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

が
、
相
談
事
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
に
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声

を
聴
く
こ
と
か
ら
始
ま
る

と
思
う
の
で
、
現
行
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
組
み
込
む
こ

と
を
検
討
願
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
で
の
防
犯
訓
練

の
実
施
を
検
討
い
た
だ
け

ま
す
か
。

警
察
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

体
験
型
模
擬
訓
練

で
よ
り
現
実
的
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
前
向

き
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
保
護
者
も
行
政
や

学
校
に
頼
る
ば
か
り
で
な

く
、
見
守
り
体
制
の
充
実

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
呼

び
か
け
な
ど
の
活
動
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
町
と
し

て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

日
常
的
に
複
数

の
目
で
見
守
る
こ
と
が
一

番
の
手
立
て
と
考
え
る
の

で
、
地
域
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問
一般質問の記事は、各議員が音声データを基にして書き上げたものを掲載しています。

一 般 質 問

教
育
長 

▼
▼
▼ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
取
り
組
む

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
を
目
指
す
取
り
組
み
は

泉議員

泉

泉

泉

泉泉

泉

泉
教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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昨
今
、
子
ど
も
た

ち
の
大
変
痛
ま
し
く
悲
惨

な
事
故
や
事
件
が
続
い
て

お
り
、
町
内
の
保
護
者
の

方
々
か
ら
も
不
安
や
心
配

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

第
６
次
訓
子
府
町
総
合
計

画
の
基
本
計
画
の
第
１
章

は
「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
と
あ
り
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の
防
犯
対
策

や
交
通
安
全
対
策
は
重
要

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

町
内
の
防
犯
対
策
に
つ

い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
公

用
車
等
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
設
置
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
学
校
と
地
域
等

が
連
携
し
て
行
う
登
下
校

時
の
見
守
り
を
補
完
す
る

と
と
も
に
犯
罪
を
抑
止
し
、

通
学
路
の
安
全
確
保
を
目

的
と
し
て
、
都
市
部
を
中

心
に
設
置
す
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
い
ま
す
。
仮
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
、
保

護
者
、
学
校
や
関
係
機
関

の
理
解
と
記
録
等
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
、
適
正
に
運

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
登
下
校
の
防

犯
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の

対
策
を
練
る
中
で
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
用
車
の
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
は
、
町
の
公
用
車
に
は

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

動
く
車
両
が
防
犯
カ
メ
ラ

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
の
ほ
か
、
あ
お
り

運
転
や
無
謀
運
転
の
防
止

な
ど
交
通
安
全
に
つ
な
が

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

犯
罪
件
数
が
少
な
い
本
町

に
お
い
て
は
、
設
置
効
果

を
検
証
し
な
が
ら
、
公
用

車
の
入
れ
替
え
の
際
に
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

通
学
路
等
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
登
下
校

時
の
子
ど
も
や
散
歩
中
の

園
児
を
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
交
差
点
や
歩
道
な
ど

に
車
止
め
ポ
ー
ル
な
ど
の

設
置
の
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

車
止
め
施
設
に
つ

い
て
本
町
で
は
、
訓
子
府

小
学
校
正
門
と
南
13
線
の

三
差
交
差
点
、
末
広
交
差

点
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
以
外
の
交
差
点
に

つ
い
て
は
、
除
排
雪
作
業

の
支
障
に
な
る
こ
と
や
雪

が
堆
積
さ
れ
、
見
通
し
が

悪
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ポ

ー
ル
な
ど
の
車
止
め
の
設

置
を
進
め
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
慎
重
に
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
交

通
安
全
施
設
の
整
備
や
交

通
安
全
に
関
し
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
住
民
へ
の
啓

蒙
・
子
ど
も
た
ち
へ
の
交

通
安
全
教
育
な
ど

に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

幼
児
・
児

童
虐
待
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
園
や
学
校
な
ど
の

教
育
現
場
で
虐
待
と
み
ら

れ
る
痕
跡
の
発
見
や
、
子

ど
も
か
ら
の
何
ら
か
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
発
見
す

る
対
策
、
発
見
後
の
心
の

ケ
ア
を
含
め
た
対
応
方
法

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

　

ま
た
、
第
６
次
総
合
計

画
の
基
本
計
画
第
１
章
第

１
節
に
、「
虐
待
防
止
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推

進
」
と
あ
り
ま
す
が
、
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

乳
幼
児
段
階
で

は
、
育
児
相
談
や
各
種
の

健
診
、
保
健
師
の
家
庭
訪

問
な
ど
、
こ
ど
も
園
や
小

中
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
活
動
の
場
で
教
職

員
全
体
の
目
で
見
守
り
、

子
ど
も
た
ち
の
変
化
や
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
体
制

づ
く
り
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
万
が
一
、
こ

の
よ
う
な
事
案
の
兆
候
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
学
校
、

福
祉
部
門
、
児
童
相
談
所

な
ど
と
連
携
し
対
応
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
学
校

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
を
派
遣
し
、
心
の

ケ
ア
を
行
う
な
ど
の
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
推
進
」
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
児
童

相
談
所
を
は
じ
め
、
警
察

や
保
健
・
福
祉
・
教
育
な

ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す

る
「
訓
子
府
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
議
」

を
開
催
し
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
お
り
、
状
況
に
応

じ
て
個
々
の
事
案
に
つ
い

て
対
応
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
を
虐
待
な
ど
か
ら
守
る

た
め
に
、
日
常
的
に
子
ど

も
に
関
わ
る
大
人
は
も
と

よ
り
、
関
係
機
関
や
地
域

が
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

町
長 

▼
▼
▼ 

見
守
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
は

仁木議員

仁
木

仁
木

仁
木

町
長

町
長

町
長

車止めポールなどがない
町内の交差点
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町
政
執
行
方
針
の

中
で
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り

組
む
と
あ
る
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

住
環
境
の
改
善
に

よ
り
町
民
が
長
く
本
町
に

住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め

の
定
住
対
策
と
町
内
消
費

喚
起
に
よ
る
商
工
業
の
振

興
対
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
８
年
が
経
過
、
過
去
に

事
業
を
実
施
し
た
町
民
か

ら
別
な
箇
所
を
改
修
し
た

い
と
の
声
も
あ
り
、
今
年

度
か
ら
過
去
に
補
助
金
を

受
け
て
い
る
方
も
含
め
、

補
助
金
額
上
限
を
対
象
と

す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
。

条
件
な
ど
は
、
従
前
と
変

わ
っ
て
い
な
い
。

リ
セ
ッ
ト
を
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

際
に
内
容
な
ど
変
更
を
一

緒
に
行
う
と
い
う
話
を
聞

い
て
い
た
が
、
住
居
と
一

体
型
に
な
っ
て
い
る
箇
所

の
み
と
い
う
条
件
を
取
り

外
す
予
定
は
。

補
助
金
の
関
係
は

リ
セ
ッ
ト
し
た
が
、
そ
の

他
の
部
分
は
従
来
ど
お
り
。

こ
こ
数
年
お
墓
の

リ
フ
ォ
ー
ム
等
が
急
激
に

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
だ

が
、
家
と
離
れ
た
場
所
と

い
う
こ
と
で
、
話
は
違
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後

違
う
補
助
な
ど
で
も
お
墓

の
方
も
進
め
て
い
く
考
え

は
。

住
宅
や
一
体
と
な

っ
て
い
る
部
分
の
改
修
が

対
象
で
あ
る
た
め
、
住
環

境
と
い
う
部
分
で
は
対
象

と
は
な
ら
な
い
が
、
今
後

別
な
補
助
事
業
で
行
う
か

に
つ
い
て
は
参
考
意
見
と

し
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

よ
る
申
し
込
み
の
増
加
、

消
費
税
増
税
に
伴
う
駆
け

込
み
需
要
が
考
え
ら
れ
る

が
、
予
算
が
不
足
し
た
場

合
の
考
え
方
は
。

本
事
業
は
今
後
４

年
間
継
続
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
ま
た
町
内
事
業

者
の
受
注
状
況
や
予
算
額

の
平
準
化
も
考
慮
し
、
毎

年
当
初
予
算
の
範
囲
内
で

事
業
を
進
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。

店
舗
出
店
等
事
業
、

店
舗
改
修
事
業
の
今
後
の

展
開
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

考
え
、
空
き
家
バ
ン
ク
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

毎
年
件
数
は
少
な

い
が
、
着
実
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
事
業
の
需
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
特
に
店

舗
出
店
等
支
援
事
業
で
は
、

今
年
度
も
第
三
者
へ
の
事

業
継
承
や
地
元
企
業
が
新

た
な
事
業
展
開
を
模
索
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

第
一
期
の
事
業
期
間
が
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間
と
し
、
新
た
に
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の

４
年
間
を
第
二
期
の
事
業

期
間
と
し
て
進
め
る
の
で
、

現
行
の
制
度
に
関
し
て
精

査
を
行
い
要
綱
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
く
。
空
き
家

バ
ン
ク
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
申
請
者
の
誤
解
を
招

か
な
い
よ
う
、
住
宅
部
分

と
店
舗
部
分
の
す
み
分
け

を
確
実
に
行
い
混
同
し
な

い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

全
国
的
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
活
用
し
空
き
家
や

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
の

新
た
な
取
り
組
み
の
考
え

は
。

政
策
の
中
で
非
常

に
悩
ん
で
い
る
点
が
あ
る

が
、
そ
の
一
つ
に
協
力
隊

が
あ
る
。
津
野
町
や
道
内

で
は
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
。
何

を
も
っ
て
活
用
す
る
か
を

含
め
、
町
民
の
世
論
を
喚

起
し
前
向
き
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来

的
に
隊
員
が
自
治
体
職
員

で
採
用
さ
れ
て
い
る
例
も

あ
り
、
訓
子
府
町
で
は
何

を
彼
ら
に
お
願
い
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
含
め

て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
町
民

の
た
め
の
制
度
が
充
実
さ

れ
て
い
る
が
、
申
請
の
仕

方
が
難
し
い
、
窓
口
が
ど

こ
か
分
か
り
づ
ら
い
と
の

声
が
多
く
、
機
構
改
革
の

中
で
補
助
金
の
部
署
を
作

る
予
定
は
。

町
民
の
た
め
に
は

全
部
ひ
っ
く
る
め
た
方
が

良
い
と
は
思
う
。
社
会
教

育
団
体
等
と
の
関
係
な
ど

を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
近
々
の
課
題

で
あ
る
商
工
業
振
興
の
一

元
的
な
仕
事
と
す
る
セ
ク

シ
ョ
ン
を
設
け
た
い
。

町
長 

▼
▼
▼ 

リ
セ
ッ
ト
し
町
民
が
使
い
や
す
い
制
度
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
店
舗
改
修
の
今
後
の
考
え
方
は

谷口議員

谷
口

谷
口

谷
口

谷
口

谷
口

谷
口

谷
口

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

※
一
口
メ
モ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
等
の
進
行
が
著
し
い

地
方
に
お
い
て
、
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
地
域
協
力

活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
定
住
、
定
着
を
図

る
制
度
。

店舗改修が進んでいる商店街
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町
の
歴
史
の
節
目

の
記
念
事
業
に
は
、
入
植

を
起
点
と
す
る
開
基
、
置

戸
か
ら
分
村
し
た
開
町
、

そ
し
て
町
制
の
３
つ
あ
り

ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
５
年

ご
と
に
交
互
に
開
催
さ
れ

る
開
基
と
町
制
施
行
記
念

事
業
を
通
じ
、
先
人
へ
の

感
謝
と
未
来
を
考
え
る
大

事
な
機
会
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
開
町
１
０
０

周
年
と
町
制
施
行
70
年
が

重
な
り
ま
す
が
、
開
基
１

０
０
年
に
埋
設
し
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
な
ど

町
民
を
中
心
と
し
た
記
念

事
業
準
備
委
員
会
で
内
容

を
協
議
し
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

平
成
10
年
に
発
刊
し
た

「
続
訓
子
府
町
史
」
か
ら

20
年
以
上
経
過
し
て
い
る

の
で
町
史
の
編
さ
ん
も
着

手
し
て
い
き
ま
す
。

３
年
前
に
開
基
１

２
０
年
記
念
事
業
が
あ
っ

た
ば
か
り
な
の
で
お
金
を

か
け
て
大
々
的
に
行
う
こ

と
は
い
か
が
で
す
か
。

準
備
委
員
会
で
協

議
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
訓
子
府

町
が
置
戸
町
か
ら
分
村
し

て
１
０
０
周
年
、
町
制
施

行
か
ら
70
年
に
な
り
ま
す
。

　

町
政
執
行
方
針
の
中
で

「
町
民
と
共
に
１
０
０
周

年
の
成
功
と
未
来
に
向
け

た
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て

触
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
行
わ
れ
た
周
年

事
業
は
、
開
基
、
開
町
、

町
制
施
行
な
ど
の
節
目
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
で
は
、
平
成
28
年
度
に

開
基
１
２
０
年
記
念
事
業

が
４
，
７
０
０
万
円
か
け

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

周
年
事
業
の
あ
り
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

実
践
会
地
区
か
ら

市
街
地
の
公
営
住
宅
に
入

居
さ
れ
る
方
は
、
１
年
に

１
件
程
度
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
等
へ
の
入
居

は
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
等
の
条
件
が
必
要

な
の
で
、
持
家
の
あ
る
方

は
、
持
家
の
譲
渡
や
取
り

壊
し
な
ど
の
処
分
を
し
て

か
ら
入
居
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
を
引
退
し

た
方
が
市
街
地
居
住
を
希

望
し
た
り
、
後
継
者
世
帯

が
市
街
地
に
居
住
し
た
り

従
来
と
は
違
っ
た
居
住
形

態
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
障
が
い
者
や
子
育

て
世
帯
な
ど
の
住
宅
に
困

窮
す
る
方
々
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
環
境
づ
く
り

に
努
め
将
来
を
見
据
え
た

住
宅
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

本
町
の
70
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
１
５
０
人
位
い
ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
で
老
老
介

護
や
老
認
介
護
を
し
て
い

る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
、
そ
の
よ
う
な

実
態
を
ど
う
捉
え
て
い
ま

す
か
。

私
も
実
践
会
地
区

に
住
ん
で
い
ま
す
し
、
そ

れ
は
非
常
に
重
要
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
転
倒
事

故
は
、
戸
外
よ
り
室
内
で

起
き
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
で

車
椅
子
生
活
に
な
る
こ
と

も
多
い
よ
う
で
す
。
高
齢

者
も
障
が
い
者
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
住
宅
建
設
が
必
要
な

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
検
討
し
て

い
る
住
宅
構
想
は
、「
高

訓
子
府
町
の
人
口

も
５
千
人
を
切
り
高
齢
化

率
も
38
％
と
な
り
ま
す
ま

す
過
疎
、
少
子
・
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
離
農
や
農
業
経

営
を
移
譲
し
た
り
し
た
後

も
実
践
会
地
域
に
住
み
続

け
て
い
る
高
齢
者
世
帯
が

増
え
て
お
り
、
中
に
は
暮

ら
し
に
不
安
や
不
便
を
感

じ
て
市
街
地
に
移
り
住
み

た
い
と
希
望
し
て
い
る
方

も
お
り
ま
す
が
、
自
宅
が

あ
る
な
ど
の
理
由
で
公
営

住
宅
な
ど
に
は
入
れ
な
い

な
ど
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
住
宅
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

町
長 

▼
▼
▼ 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
検
討
す
る

高
齢
者
住
宅
の
整
備
は

河端議員

河
端

河
端

河
端

河
端

河
端

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

齢
者
向
け
住
宅
」「
子
育

て
世
代
向
け
住
宅
」「
単

身
者
向
け
住
宅
」
の
住
棟

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が

図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た

計
画
で
す
。

　

今
年
度
、
高
齢
者
世
帯

や
子
育
て
世
代
等
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
こ
の

結
果
や
各
種
計
画
等
を
基

に
検
討
し
ま
す
。

町
長 

▼
▼
▼ 

開
基
と
町
制
施
行
の
記
念
事
業
を
実
施

周
年
事
業
の
考
え
方
は

今までに発刊された町史



9

は
４
月
18
日
に
町
長
を
本

部
長
と
す
る
「
訓
子
府
町

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、
北
見
市

と
の
協
定
に
関
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
事
業
推
進
な
ど

を
協
議
し
て
い
る
。

今
後
の
進
め
方
は
。

北
見
市
と
の
協
定

案
に
つ
い
て
は
、
１
市
４

町
の
首
長
会
議
で
、
各
市

町
の
第
３
回
定
例
会
で
の

提
案
を
予
定
し
た
。
そ
の

後
は
、
北
見
市
が
主
管
す

る
各
市
町
の
住
民
で
構
成

す
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇

談
会
」
で
「
北
見
地
域
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
。

こ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
う
え
で
、
１

市
４
町
が
こ
の
構
想
に
ど

う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
臨
む

の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
。

今
年
３
月
の
第
１

回
定
例
会
で
も
、
北
見
市

を
中
心
市
と
す
る
「
定
住

自
立
圏
構
想
」
に
つ
い
て

質
問
し
て
き
た
が
、
現
時

点
で
の
北
見
市
と
の
協
議

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

北
見
地
域
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
準
備
会
を

設
置
し
、
生
活
機
能
の
強

化
、
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
、
圏
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

の
３
部
門
、
16
分
科
会
で

構
成
し
、
北
見
市
も
座
長

と
し
て
１
市
４
町
の
担
当

課
長
で
各
２
回
の
協
議
を

行
う
な
ど
精
力
的
に
進
め

て
い
る
。
一
方
、
本
町
で

確
認
さ
れ
た
第
１

点
は
、
広
域
連
携
の
本
来

の
趣
旨
か
ら
い
え
ば
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
内
陸
に
あ
る

美
幌
・
津
別
も
含
め
北
見

市
・
置
戸
町
・
訓
子
府
町

０
人
、
地
方
創
生
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
令
和
22
年
に

３
，
６
０
０
人
と
人
口
減

少
に
向
か
う
初
め
て
の
計

画
を
策
定
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
町
民
が
主
体

的
に
参
加
す
る
「
お
ま
か

せ
」
で
は
な
い
真
の
民
主

主
義
に
よ
る
「
地
方
自
治
」

を
目
指
し
て
、
町
長
、
議

会
、
住
民
の
強
い
意
志
を

も
っ
て
、
人
口
減
少
を
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

の
１
市
４
町
で
進
め
て
い

く
こ
と
。
ま
た
、
国
が
進

め
て
い
る
「
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
」
と
は
相

い
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も

１
市
４
町
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
の
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
立
し
た
自
治
体
と
し

て
今
何
が
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
確
認
さ
れ
て

い
る
。

執
行
方
針
で
、
人

口
減
少
対
策
に
向
け
て
総

合
的
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

組
織
的
な
体
制
整
備
を
進

め
た
い
と
の
考
え
を
示
し

て
い
る
が
、
も
う
少
し
具

体
的
な
説
明
を
。

人
口
減
少
社
会
を

迎
え
、
子
育
て
支
援
や
福

祉
政
策
、
持
続
可
能
な
産

業
基
盤
づ
く
り
、
移
住
・

定
住
、
交
流
・
関
係
人
口

の
拡
大
に
つ
な
が
る
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
具
体

的
に
進
め
る
組
織
体
制
の

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
こ
と
に
期
待

を
し
て
い
る
が
、
人
口
減

少
対
策
に
向
け
た
体
制
整

備
が
、
本
町
で
今
可
能
か
。

本
年
７
月
１
日
付

で
の
機
構
改
革
は
諦
め
た
。

　

し
か
し
、
来
年
の
４
月

に
は
必
ず
や
る
。

　

職
員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
持
っ
て
や
れ
る
体
制

を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の

か
。
商
工
業
、
農
業
、
福

祉
の
３
つ
の
柱
の
中
で
ど

う
い
う
形
が
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
持
っ
て
や
っ
て
い

け
る
か
を
、
来
年
の
４
月

に
向
け
て
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
減
少
時
代
の

「
地
方
自
治
」
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
う
い
う
見
解

を
持
っ
て
い
る
か
。

第
６
次
訓
子
府
町

総
合
計
画
で
は
、
令
和
８

年
の
総
人
口
を
４
，
５
０

町
長 

▼
▼
▼ 

１
市
４
町
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
で

定
住
自
立
圏
構
想
に
ど
う
臨
む
の
か

工藤議員

工
藤

工
藤

工
藤

工
藤

工
藤

工
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 

▼
▼
▼ 

今
年
は
で
き
な
い
が
来
年
の
４
月
に
は
必
ず
や
る

人
口
減
少
対
策
に
向
け
た

　
　
　

 

体
制
整
備
が
今
可
能
か

次の代を担う子どもたち
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本
町
の
基
幹
産

業
の
農
業
分
野
に
お
い
て
、

基
盤
整
備
に
よ
り
農
業
が

発
展
、
町
が
栄
え
今
日
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
実
績
に
よ
り
農
産
収
益

と
し
て
町
を
潤
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
基
盤
整
備
事

業
の
サ
イ
ク
ル
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

こ
の
事
業
は
昭
和

48
年
の
北
見
南
部
地
区
を

ス
タ
ー
ト
に
全
町
を
エ
リ

ア
と
し
国
営
事
業
１
地
区
、

道
営
事
業
17
地
区
、
団
体

営
事
業
28
地
区
で
農
地
基

盤
整
備
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
結
果
農
業
粗
生
産

額
１
３
０
億
円
を
超
え
る

農
業
の
町
と
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

町
内
５
地
区
で
面
事
業
を

実
施
、
今
後
は
令
和
７
年

度
ま
で
に
事
業
完
了
予
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
町
全
体
の
期
成
会
を
発

足
し
Ｊ
Ａ
に
よ
る
事
業
要

望
量
調
査
を
基
に
地
区
割
、

優
先
順
位
を
検
討
、
道
・

町
・
Ｊ
Ａ
・
期
成
会
が
連

携
し
事
業
計
画
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
町
費
、
道
費
、
国

費
、
そ
の
他
の
考
え
方
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

現
在
の
事
業
に
つ

い
て
は
国
費
、
道
費
の
補

助
を
受
け
な
が
ら
す
べ
て

の
地
区
を
道
営
事
業
に
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
補
助
事
業
を
活
用
し
事

業
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

大
型
機
械
が
主
流

と
な
る
昨
今
、
一
圃
場
の

集
約
面
積
の
拡
大
を
考
え

た
事
業
も
考
え
る
時
期
で

は
な
い
で
す
か
。

現
行
の
基
盤
整
備

事
業
に
お
い
て
圃
場
や
作

業
機
の
大
型
化
に
対
応
す

る
た
め
、
区
画
整
理
、
農

地
造
成
に
よ
る
整
備
な
ど

必
要
と
す
る
工
種
選
択
を

し
実
施
す
る
こ
と
で
生
産

基
盤
の
改
善
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
事
業
予
算
確
保
や
農
業

者
の
負
担
軽
減
を
念
頭
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
予
算
の
継

続
に
向
け
要
請
活
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

３
月
の
定
例
会
で

町
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
環
境
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
が
、
多
額
の
経

費
を
要
す
る
の
で
、
急
速

に
技
術
革
新
が
進
む
無
線

系
の
活
用
も
見
極
め
検
討

す
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
検
討
状

況
、
さ
ら
に
平
成
30
年
度

と
令
和
元
年
度
の
国
の
整

備
方
針
の
違
い
を
伺
い
ま

す
。

総
務
省
は
最
先
端

技
術
の
活
用
に
対
す
る
財

政
支
援
を
今
年
度
か
ら
強

化
し
ま
し
た
。
条
件
不
利

地
域
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
網

の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

は
地
方
自
治
体
が
整
備
す

る
場
合
に
し
か
補
助
対
象

で
な
か
っ
た
が
、
民
間
事

業
者
が
整
備
す
る
場
合
も

補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
金
の
財
源
が
一
般
財

源
か
ら
電
波
利
用
料
を
財

源
と
す
る
特
定
財
源
へ
変

更
と
な
り
補
助
予
算
枠
が

大
幅
に
拡
大
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
本

町
の
実
情
に
あ
っ
た
整
備

の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
光
フ
ァ
イ

バ
整
備
方
針
は
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

多
額
の
経
費
を
要

し
技
術
的
な
面
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
信
環
境
に
つ
い
て

は
地
域
間
格
差
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
農
業
の
ス
マ

ー
ト
化
へ
の
活
用
に
つ
い

て
Ｊ
Ａ
と
協
議
す
る
ほ
か
、

対
象
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

ニ
ー
ズ
調
査
、
整
備
エ
リ

ア
、
方
式
の
選
択
な
ど
一

歩
踏
み
出
し
た
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長 

▼
▼
▼ 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
予
算
継
続
に
向
け
要
請
実
施

今
後
の
基
盤
整
備
事
業
の
取
り
組
み
は

西森議員

西
森

西
森

西
森

西
森

西
森

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 

▼
▼
▼ 

地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
一
歩
前
進
し
た
検
討
を

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
方
針

町
長

基盤整備を待つ大地

光ファイバで快適に！
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民
団
体
の
育
成
と
自
主
的

な
活
動
を
支
え
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
元
気
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

町
の
特
産
品
開
発

へ
の
支
援
の
成
果
と
課
題

は
何
で
す
か
。

地
域
活
性
化
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
に
よ
り
町
内

の
団
体
、
法
人
、
個
人
に

も
対
象
を
拡
充
し
、
事
業

の
立
ち
上
が
り
段
階
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
産
品
に
つ
い
て
は
、

生
産
量
が
小
規
模
で
販
路

が
不
足
す
る
な
ど
生
産
者

が
加
工
、
販
売
を
担
う
６

次
産
業
化
の
立
ち
上
が
り

に
苦
戦
し
て
い
る
の
が
、

実
態
で
す
。

　

地
域
が
主
体
と
な
っ
た

歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く

活
動
の
中
心
と
な
る
民
間

主
導
の
拠
点
環
境
整
備
の

平
成
23
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
、
町
民
税

１
％
相
当
額
を
活
用
し
て
、

町
民
の
自
主
的
な
活
動
を

支
援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
特
別
対
策

事
業
」
の
検
証
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

住
民
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
と
し
て
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
し

た
か
。

主
な
事
業
で
「
わ

く
わ
く
地
域
づ
く
り
活
動

事
業
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
等
整
備
事
業
」「
地

域
活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
」
な
ど
８
年
間
で
１
，

６
９
４
万
円
を
投
じ
、
町

検
討
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
事
業
が
未
だ
実
績
が

な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

こ
の
事
業
は
、
町

内
会
、
実
践
会
な
ど
が
例

え
ば
、
防
災
対
策
、
除
排

雪
サ
ー
ビ
ス
、
子
ど
も
の

見
守
り
、
高
齢
者
の
活
躍

心
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
へ
の
対
応
と
職
員

の
体
制
づ
く
り
の
考
え
は
。

年
々
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
放
課
後
児
童

支
援
員
３
名
の
ほ
か
、
特

別
支
援
員
と
し
て
、
平
成

30
年
度
１
名
、
本
年
度
１

名
増
員
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
支
援
員
の
体

制
づ
く
り
の
充
実
を
図
り

子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た

施
設
整
備
の
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
場
の
提
供
な
ど
、
地
域

課
題
に
幅
広
く
使
え
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
績
が
な
い
理
由
は
、

具
体
的
な
事
例
を
示
す
こ

と
を
し
て
い
な
か
っ
た
な

ど
、
説
明
や
紹
介
方
法
に

工
夫
が
足
り
な
か
っ
た
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
よ
り
地
域
に
踏

み
込
ん
だ
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、

こ
の
事
業
が
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
年
で
７
年
目
を

迎
え
る
児
童
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
ゆ
め
館
」
の
直
近

３
か
年
の
、
利
用
状
況
と

課
題
と
対
策
は
何
で
す
か
。

利
用
延
べ
人
数

と
し
て
平
成
28
年
度
１
万

２
，
５
０
０
人
、
平
成
29

年
度
１
万
３
，
３
６
０
人
、

平
成
30
年
度
１
万
２
，
８

６
８
人
で
あ
り
、
直
近
３

か
年
の
利
用
児
童
数
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

　

保
護
者
の
就
労
形
態
の

多
様
化
か
ら
、
児
童
ク
ラ

ブ
の
児
童
の
週
末
・
学
校

休
校
日
の
利
用
児
童
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
利
用
が
急
増
す

る
時
間
帯
や
時
期
の
代
替

え
支
援
員
の
増
員
配
置
や

施
設
内
利
用
の
分
散
化
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安

町
長

町
長

町
長

町
長 

▼
▼
▼ 

民
間
主
導
の
拠
点
環
境
整
備
の
検
討

特
産
品
開
発
へ
の
支
援
の
成
果
と
課
題
は

教
育
長 

▼
▼
▼ 

支
援
員
の
体
制
づ
く
り
の
充
実
を
図
る

児
童
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
と
課
題
は

西山議員

西
山

西
山

西
山

西
山

西
山

子どもたちに人気のゆめゆめ館

補助事業から生まれた特産品の一部

教
育
長

教
育
長
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菊
池
町
政
４
期
目

は
や
り
残
し
た
課
題
の
総

仕
上
げ
と
の
位
置
づ
け
だ
。

　

今
後
４
年
間
の
町
づ
く

り
の
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

　

ま
ず
、
当
選
後
、
新
聞

に
発
表
し
た
政
策
等
へ
の

今
後
の
町
民
意
見
の
把
握

と
反
映
の
仕
方
は
。

町
づ
く
り
推
進
会

議
、
夜
間
町
長
室
、
車
座

ト
ー
ク
等
を
通
じ
意
見
等

を
施
策
に
反
映
し
て
き
た
。

　

４
期
目
は
「
訓
子
府
町

ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加
条

例
」
に
よ
る
審
議
会
、
ま

ち
づ
く
り
意
見
募
集
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
町
民
参

加
手
続
き
で
意
見
反
映
し
、

住
民
に
さ
ら
に
寄
り
添
う

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

町
民
意
見
の
把
握
、

反
映
に
関
係
す
る
選
挙
公

約
ビ
ラ
を
ミ
ス
か
ら
菊
池

候
補
は
配
れ
な
か
っ
た
。

　

有
権
者
の
公
約
を
知
る

権
利
が
守
ら
れ
な
い
ま
ま
、

結
果
無
投
票
当
選
し
た
前

代
未
聞
の
選
挙
だ
っ
た
。

認
識
や
反
省
等
は
あ
る
か
。

公
約
を
示
す
機
会

を
逸
し
た
の
は
事
実
だ
。

し
か
し
、
新
聞
に
一
通
り

の
こ
と
は
載
せ
、
今
後
広

報
誌
に
全
文
を
載
せ
た
い
。

後
援
会
活
動
で
も

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
携
え
町

内
を
回
っ
た
姿
も
な
か
っ

た
。
公
約
を
新
聞
に
出
し

た
と
言
う
が
、
購
読
者
向

け
で
正
式
公
約
で
な
い
。

　

選
挙
後
に
新
聞
に
後
出

し
す
る
の
も
問
題
が
あ
る
。

現
職
は
多
忙
だ
し
、

戸
別
訪
問
の
問
題
も
あ
る
。

新
聞
取
材
を
受
け
対
応
を

す
る
こ
と
は
必
要
だ
。

記
事
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
と
い
う
事
業
名
が
載
っ

た
が
、
犬
の
運
動
場
と
は

唐
突
感
が
強
い
。
新
聞
発

表
ま
で
の
経
過
は
。

ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
出
た
要
望
で
も
あ
る
。

今
後
、
事
業
に
で
き
る
よ

う
検
討
を
し
た
い
。

事
業
実
施
に
向
け

町
民
意
識
を
把
握
す
る
た

め
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
対
象
事
業
は
。

事
業
に
よ
っ
て
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
い
。

二
点
目
に
子
育

て
・
教
育
及
び
福
祉
施
策

と
定
住
・
人
口
対
策
の
連

動
に
つ
い
て
伺
う
。

山
田
議
員
か
ら
子

育
て
・
教
育
、
福
祉
施
策

を
広
く
内
外
に
発
信
し
、

人
口
対
策
に
つ
な
げ
る
意

見
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
訓
子

府
」「
教
育
の
町
、訓
子
府
」

の
実
現
は
確
実
に
進
ん
で

い
る
。
町
の
魅
力
の
底
上

げ
で
定
住
・
人
口
対
策
に

つ
な
が
る
。

機
構
改
革
を
行
う

よ
う
だ
が
、
子
育
て
・
教

育
、
福
祉
施
策
の
成
果
と

新
事
業
を
加
え
戦
略
的
な

発
信
を
内
外
に
強
め
る
た

め
の
機
構
改
革
と
な
る
か
。

検
討
は
す
る
が
、

や
る
と
明
言
は
で
き
な
い
。

願
わ
く
ば
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
べ

き
だ
。
北
海
道
も
移
住
・

定
住
に
熱
意
あ
る
自
治
体

を
積
極
支
援
し
て
い
る
が
。

機
構
と
業
務
内
容

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

三
点
目
に
町
民
の

老
後
の
安
心
を
担
保
す
る

訓
子
府
福
祉
会
へ
の
支
援

策
は
ど
う
す
る
か
。
町
を

回
る
と
在
宅
介
護
へ
の
不

安
と
静
寿
園
へ
の
期
待
の

声
が
想
像
以
上
に
多
い
が
。

静
寿
園
は
国
の
介

護
報
酬
引
き
下
げ
と
要
介

護
３
以
上
へ
の
入
所
基
準

改
定
で
収
入
不
足
か
ら
令

和
２
年
度
末
に
は
積
立
金

が
な
く
な
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
費

を
の
せ
、
静
寿
園
に
は
経

営
改
善
計
画
を
策
定
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
施

設
存
続
に
向
け
た
支
援
策

を
検
討
し
て
い
く
。

ア
ド
バ
イ
ス
の
結

果
、
単
純
に
人
件
費
削
減

を
す
る
と
職
員
の
力
で
支

え
る
施
設
で
は
、
逆
に
運

営
危
機
の
心
配
が
で
る
。

　

そ
れ
で
は
多
く
の
高
齢

者
が
期
待
す
る
静
寿
園
の

存
続
や
発
展
に
な
ら
な
い
。

　

町
の
支
援
策
は
金
額
や

率
は
と
も
か
く
、
人
件
費

を
補
助
対
象
か
ら
単
純
に

外
す
の
は
避
け
る
べ
き
だ
。

人
件
費
を
外
す
と

は
言
っ
て
い
な
い
。

　

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
今
後
、
町
・
議
会
・

施
設
と
で
検
討
し
た
い
。

町
長 

▼
▼
▼ 

施
設
存
続
に
向
け
町
・
議
会
・
施
設
で
検
討

静
寿
園
へ
の
支
援
内
容
は

山田議員

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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し
て
の
消
防
職
員
を
町
の

防
災
担
当
課
に
期
間
限
定

で
配
置
し
行
政
部
門
と
実

動
部
門
の
一
層
の
連
携
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

消
防
職
員
は
複
雑

多
様
化
す
る
災
害
対
応
お

よ
び
救
急
活
動
の
高
度
化

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

専
門
研
修
と
し
て
各
種
研

町
長

て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
近
隣
市
町
の
状
況
、
団

体
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

な
が
ら
補
助
内
容
を
見
直

し
今
日
ま
で
拡
充
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
は
要
保

護
・
準
要
保
護
世
帯
に
つ

い
て
は
対
象
経
費
の
全
額

公
費
支
援
を
行
な
い
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
活
動
と
社
会

教
育
活
動
の
補
助
金
額
の

訓
子
府
町
で
は
全

道
大
会
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
派
遣
費
用
に
つ
い
て
は

学
校
教
育
の
活
動
で
は
全

額
、
社
会
教
育
活
動
（
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
や
訓

小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
）
で

は
半
額
と
格
差
が
あ
り
ま

す
。

　

双
方
の
活
動
と
も
に
目

標
に
向
か
っ
て
仲
間
と
と

も
に
汗
を
流
し
て
、
努
力

す
る
こ
と
は
同
じ
値
の
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
活
動
と
社
会
教
育
活

動
へ
の
補
助
金
の
違
い
の

理
由
を
伺
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
に
お
け
る
小
中
学

生
の
大
会
派
遣
費
に
つ
い

違
い
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
の
学
校
教
育
活

動
に
つ
い
て
は
「
小
学
校

特
別
活
動
派
遣
補
助
要

綱
」「
中
学
校
部
活
動
等

派
遣
補
助
要
綱
」
に
基
づ

き
補
助
対
象
額
の
全
額
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

少
年
団
な
ど
の
社
会
教

育
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は

「
自
主
的
な
活
動
へ
の
支

援
」
の
考
え
方
で
「
訓
子

府
町
社
会
教
育
・
社
会
体

育
関
係
大
会
派
遣
費
補
助

修
を
受
け
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
に
備
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
本
町
防
災
担
当

職
員
に
つ
い
て
は
専
任
の

職
員
を
配
置
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

消
防
職
員
を
防
災
分
野

に
お
け
る
専
門
職
員
と
し

て
本
町
の
防
災
担
当
係
に

配
置
し
、
行
政
部
門
と
消

防
部
門
の
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
は
理
解
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
在
の
職
員

体
制
で
は
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

※
余
湖
議
員
は
、
こ
の

他
に
「
民
間
提
案
型
住

宅
（
タ
ウ
ン
コ
ー
ト
）

整
備
事
業
に
つ
い
て
」

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

要
綱
」
に
基
づ
き
管
内
予

選
を
通
じ
て
全
道
大
会
に

出
場
す
る
際
は
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
大
会
派
遣
費

に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢

や
近
隣
市
町
の
状
況
、
各

団
体
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
な
が
ら
補
助
内

容
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

昨
今
の
自
然
災

害
・
人
的
災
害
を
含
め
訓

子
府
町
の
住
民
の
安
全
・

安
心
・
生
命
・
財
産
を
守

っ
て
い
く
た
め
に
は
町
の

防
災
部
門
と
非
常
時
実
動

部
門
と
な
る
消
防
支
署
の

働
き
お
よ
び
連
携
は
今
後

の
重
要
な
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
の
防
災
力
強
化
に

向
け
て
防
災
の
専
門
職
と

教
育
長 

▼
▼
▼ 

社
会
教
育
活
動
は
自
主
的
活
動
な
の
で

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
補
助
金
の
違
い
の
理
由
は

余湖議員

余
湖

余
湖

町
長 

▼
▼
▼ 

現
在
の
職
員
体
制
で
は
難
し
い

消
防
職
員
の
町
の

　
　

防
災
担
当
へ
の
出
向
の
考
え
は

教
育
長

毎年全道大会に出場している　　　　　　
訓小スクールバンド

いざという時のための防災備蓄
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月　　日 会　議　名 泉
工

藤

谷

口

河

端

西

森

山

田

余

湖

仁

木

西

山

須

河

5月 7日
令和元年第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月17日 議会広報特別委員会 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ○

5月20日 新人議員研修会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○

6月 3日
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月 4日 議会運営委員会 ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○

6月 5日 総務文教常任委員会（第 2回定例会議案の審査等） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ○

6月 6日
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会（第 2回定例会議案の審査等） ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月18日 令和元年第２回定例会（～ 20 日） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月20日
議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月24日 町有林野経営審議会現地視察 ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○

6月25日
北海道町村議会議長会議員研修・先進地行政視察

（～ 26 日）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月27日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月11日
議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月18日 議会広報特別委員会 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ○

7月22日 新人議員研修会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ―

7月24日
議会活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月29日 総務文教常任委員会（所管事務調査） ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ○

7月30日 産業建設常任委員会（所管事務調査） ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ :出席 、 欠席理由（公 :公務、病 :病欠、冠 :冠婚葬祭、私 :私事）

議員の公務の出欠状況
　議会基本条例の中で町民の信頼と負託に応えるために「議会活動に関する情報公開を徹底すること」
ならびに「議員としての責務」の規定があります。このことから議員の公務出欠の公表を行うことと
しました。

令和元年５月７日～７月３１日までの出欠状況を掲載します。

お詫び
　第2回定例会初日の6月18日午前中の審議が延びたことにより午後から予定していた一般質問の開始時間
が遅れました。１３時から傍聴に来られた皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしました。
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　　５名の議会モニターから「議会だより（５月１日発行の２０１号）」と「議会ホーム

ページ」について出された意見を紹介します。

　各項目については議会として検討し、今後の議会活動に生かしていきたいと思います。

議会モニターからの意見

議会だよりについて
◆消防庁舎について、50 年を経過しているので建て替えは急務な気がする。スポー

ツセンター建設のあとに消防庁舎の建設となると、予算の出し方や支払いについて

もっと深く考えなければならない気がする　◆10 ページの「農業の持続的な発展」

について、農業基盤整備事業、水路施設の話しか出てこないのはどうかと思う。もっ

ともお金のかかる部分ではあるが、それ以外に大切なことがあると思う。生産物の

高付加価値化や商品開発、後継者の育成など「農業＝畑整備」以外のことも考えら

れるのではないか　◆とても見やすくなったと思う　◆特集ページを設けて町政の

今の課題は何なのか、それに対しての議員の考え等が知りたい（議員を知るきっか

けにもなる）。また、その後どのように取り組んだのか、結果はどうなったのかも

載せてほしい　◆一般質問を読んで、質問内容が普段の生活とかけ離れていて、保

険税率とか総合計画、パブリックアートなど町としてはとても大事だと思うが、もっ

と身近な質問の方が関心を持って読んでみようという気になると思った　◆実際に

町民の意見を聞いて議会で質問しているのか疑問に思う

議会ホームページについて
◆「定例会・臨時会のお知らせ」をクリックすると「お探しのページは見つかりま

せん」になるのは、見てもらう立場からいってどうかと思う　◆議会ネット配信し

てほしい　◆議員紹介をクリックしても、またクリックしないと出てこない　◆写

真を載せたらよいと思う　◆シンプル過ぎて変化が見られない

　

町
議
会
議
員
と
し
て
、

15
年
以
上
在
職
し
、
地
方

自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
に
対
し
て
、
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
、
６
月

28
日
正
副
議
長
室
に
お
い

て
、
須
河
議
長
よ
り
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
豊
茂
前
議
長

自
治
功
労
者

表
彰
受
賞
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● ● ● ● ひとことインタビュー ●● ● ●

◆
議
会
傍
聴
の

 
 
 
 
 
 

き
っ
か
け
は
？

　

町
民
の
声
を
聴
く
場
と
し

て
元
々
興
味
が
あ
り
、
何
度

か
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

◆
傍
聴
し
た
感
想
は
？

　

今
回
は
選
挙
後
初
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
新
し
い
息
吹

が
吹
き
込
ま
れ
て
い
て
町
づ

く
り
へ
の
意
欲
と
熱
意
を
感

じ
ま
し
た
。

◆
議
会
に
望
む
こ
と
は
？

　

町
づ
く
り
の
礎
と
な
る
人

づ
く
り
の
た
め
に
、
熱
意
を

も
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
さ
れ
た
方
に

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た

所管事務調査（原案可決）
　総務文教・産業建設の各常任委員会から、所管事務について、令和元年度閉会中も継続調査ができ
るように議長に対し議決の願いがあり、可決しました。

　議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、関係機関に意見書を提出しました。

◆日米貿易協定交渉から日本の農業・農村を守ることを求める要望意見書

１．�国民への安全で安心な食料を安定的に供給する観点から、わが国の食糧主権と食料安全保障を守る

ことを基本に、交渉内容の丁寧な情報提供を行い、国民合意がないまま交渉を拙速に妥結しないこと。

２．�農業者の不安を払しょくするため、国内の農業・農村をつぶしかねない米国の強硬な要求に屈する

ことなく、重要農畜産物の関税削減・撤廃及び輸入枠拡大などは断じて受入れないこと。

◆新たな過疎対策法の制定に関する要望意見書

総務文教常任委員会（調査事項）

産業建設常任委員会（調査事項）

①入札執行状況
②今後のまちづくり
③�国民健康保険事業の運営（後期高齢者医療制度

含む）
④�町税の収納及び賦課状況・滞納繰越・不納欠損

処理状況等（町営住宅使用料は除く）
⑤各種福祉政策
⑥児童センターの運営

⑦各種予防業務の実施状況
⑧子育て支援センターの運営
⑨こども園の運営
⑩�スポーツセンター及び町営温水プールの利用
状況と維持管理
⑪図書館及びくんねっぷ歴史館の管理運営
⑫青少年研修館の利用状況
⑬その他委員会の所管に関する事項

①農業振興
②畜産振興
③中小企業の振興
④堆肥供給センター
⑤温泉保養センターの管理運営
⑥町営及び町有住宅の維持管理
⑦建築及び土木工事の執行状況

⑧下水道事業の運営
⑨上水道事業の運営
⑩道路、河川の維持管理
⑪公園の維持管理
⑫町有林の維持管理
⑬その他委員会の所管に関する事項

議決した意見書
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　6月25日札幌市内で今年度の北海道町村議会議員
研修会が開催され、全議員が参加しました。
　中央大学の佐々木信夫名誉教授は、「議会はどう
変われるか、自治体をどう変えるか」と題した講演
で、わが国の地方の人

・ ・ ・ ・

口維持に固執する政策に疑問
を呈し、維持に必要な出生率2.07(現状は1.42）の
実現は困難と述べました。
　人口問題の核心は、東京と地方の人口と税収の片
寄りであり、それを是正する国政が重要とのことで
す。
　国の財政支出と税収の推移は、昭和50年度ころか
ら「ワニが口を開いた形」のように支出が税収を上
回り、国債発行（借金）でしのいでいます。また、
その税収は東京一極集中であり、東京と地方がウィ
ンウィンの関係（ともに栄える）になるには、抜本
的政治経済改革が必要だそうです。
　一手法として、新幹線や航空料金への大型公費投
入による値下げを通じて、移動・流通の活性化で格
差是正を促進すべきとユニークな持論を展開しまし
た。
　平成20年の地方分権一活法の制定により、国から
地方への機関委任事務が廃止、法定受託事務となり、
地方議会に条例制定権が付与されました。結果、立

法機能や監視機能の強化が求められる地方議会は現
在では自立性が重視されています。
　衆参両国会に法制局が設置されているように、地
方議会にも適正な立法機能を支える同様のしくみが
必要と力説しました。
　ただし、単独の設置は困難なので、広域行政で設
置すべきと解説がありました。
　「地方議会法制局の広域設置」は初耳の新説であ
り、旧態を改革する思い切った試みに共感を覚えま
した。
　また政治評論家有馬晴海氏の講演「どうなる？今
後の日本政治」は、中央の第一線で活躍する論客の
知見は大変参考になりました。　　 （山田日出夫）

　訓子府町議会ではより開かれた議会を目指し、議
会活動を知ってもらうために「インターネット中継
の導入」を検討しています。
　平成25年から本会議のインターネット中継を実施
している滝川市議会で視察研修してきました。
　導入までに平成22年から３年間の検討を重ねて平
成25年第２回定例会から中継を実施しています。
　当初は、既存設備、既存映像を使用してユースト
リームで配信していましたが、昨年からユーチュー
ブでの配信に変更しています。
　現在は本会議ライブ中継、本会議録画映像配信、
予算・決算審査特別委員会録画映像配信をしていま
す。
　初期投資はパソコン、カメラ、ＡＶミキサーなど

１００万円程度で、年間ランニングコストは７万円
ということでした。
　研修結果を踏まえて本会議のインターネット中継
を前向きに進めていきたいと考えています。

（河端　芳惠）

滝川市

札幌市

道内先進地視察研修
－滝川市議会「議会インターネット中継」－

道町村議会議員研修会

　研修会および先進地の視察研修を通して、議員の資質向上等を図ることを
目的に６月２５日札幌市での北海道町村議会議員研修会および２６日は滝川
市議会への先進地視察研修について６月定例町議会で全議員の派遣について
議決されました。
　北海道町村議会議員研修会では講師二人の講演を聞き、先進地視察では滝
川市議会が取り組んでいる「議会インターネット中継」についての話を聞く
ことができました。「開かれた議会」を目指す本町議会にとりまして大変有意
義な視察研修となりました。研修の報告は次のとおりです。

告報

有馬 晴海 氏 佐々木 信夫 氏
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あ
と
が
き

議
会
運
営
委
員
会

□
６
月
４
日
（
火
）

　

〇�

第
２
回
定
例
会
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
協
議

□
６
月
５
日
（
水
）

　

○�

第
２
回
定
例
会
に
お
け

る
議
案
の
審
査
に
つ
い

て
協
議

　

○�

所
管
事
務
調
査
の
調
査

事
項
に
つ
い
て
協
議

□
７
月
29
日
（
月
）

　

○�

所
管
事
務
調
査
事
項
の

資
料
調
査

□
６
月
６
日
（
木
）

　

○�

第
２
回
定
例
会
に
お
け

る
議
案
の
審
査
に
つ
い

て
協
議

　

○�

所
管
事
務
調
査
の
調
査

事
項
に
つ
い
て
協
議

□
７
月
30
日
（
火
）

　

○�

所
管
事
務
調
査
事
項
の

資
料
調
査

□
５
月
17
日
（
金
）

　

○�

「
議
会
だ
よ
り
」
臨
時

号
の
確
認

□
６
月
20
日
（
木
）

　

○�

「
議
会
だ
よ
り
」
第

２
０
１
号
の
問
題
提

起
、
次
号
の
掲
載
予
定

記
事
の
確
認

□
６
月
27
日
（
木
）

　

○�

第
２
回
定
例
会
で
の
一

般
質
問
の
原
稿
等
を
確

認

□
７
月
11
日（
木
）・
18
日（
木
）

　

○�

「
議
会
だ
よ
り
」
第

２
０
２
号
の
確
認

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

●

●

●

● 

委
員
会
の
活
動 

●
●
●
●

町議会ホームページはこちらから
http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/gikai/

訓子府町議会

	 ７日	 第１回臨時会
	 	 全員協議会
	 ８日	 開拓記念日の集い（全議員）
	 15日	 訓子府町商工会通常総会（議長）
	 17日	 議会広報特別委員会
	 20日	 �新人議員研修会（泉・谷口・仁木

議員、議長）
	 21日	 �訓子府高等学校教育振興会議

（議長、総文委員長）

24 ～25日　�オホーツク町村議会議長会定期
総会（滝上町：議長）

	 	 �北網ブロック町議会議長会総会
（滝上町：議長）

	 25日	 �訓子府中学校運動会（副議長、総
文委員）

	 30日	 �オホーツク圏活性化期成会定期
総会（網走市：議長）

	 	 石北本線部会（網走市：議長）

	 １日	 �訓子府小学校運動会（議長、総文
委員）

	 	 �居武士小学校運動会（副議長、総
文委員）

	 ３日	 全員協議会
	 	 議会活性化特別委員会
	 ４日	 議会運営委員会

	 ５日	 総務文教常任委員会
	 ６日	 全員協議会
	 	 産業建設常任委員会
	 ７日	 �美幌地方自衛隊協力会総会（美

幌町：副議長）
	 ８日	 訓子府消防団消防演習
	 11日	 �北海道町村議会議長会定期総会

（札幌市：議長）
　13日　老連ゲートボール大会（議長）
	 	 �北海道横断自動車道北見地区早

期建設促進期成会総会（北見市：
議長）

	 14日	 �訓子府町暴力追放推進協議会総
会（議長）

	 15日	 �こども園運動会（正副議長、総文
委員）

	 17日	 ふれあい昼食会（議長）

	18 ～ 20日	 第２回定例会
　20日　議会広報特別委員会
	 	 議会活性化特別委員会
	 21日	 �訓子府町津野町交流事業推進協

議会（議長）
	 23日	 �北海道消防協会オホーツク地方

支部北見分会連合消防演習（津
別町：議長）

	 24日	 �社会を明るくする運動訓子府地
区推進委員会（議長）

	 	 �訓子府町有林野経営審議会現地
視察（正副議長、産建委員長）

	25 ～ 26日	 �北海道町村議会議員研修会・先
進地行政視察研修（札幌市、滝川
市：全議員）

	 27日	 議会広報特別委員会
	 28日	 �上原前議長への自治功労表彰伝

達（正副議長）

	 １日	 �訓子府町農業担い手対策推進協
議会総会（議長、産建委員長）

	 ２日	 老連パークゴルフ大会（議長）
	 ８日	 �オホーツク圏活性化期成会農林

水産専門委員会（北見市：議長）
	 ９日	 �訓子府中学校参観日（議長、総文

委員）
	 11日	 議会広報特別委員会
	 	 議会活性化特別委員会
	 	 �夏の交通安全運動街頭啓発
	 14日	 ふるさとまつり（議長）
	 15日	 戦没者追悼式（全議員）
	 	 �陸上自衛隊美幌駐屯地創立68

周年記念行事（正副議長）
	 18日	 議会広報特別委員会
	 24日	 議会活性化特別委員会
	 	 議員研修会
	 29日	 �総務文教常任委員会所管事務調査
	 30日	 産業建設常任委員会所管事務調査
	31 ～ 8月2日	 �オホーツク圏活性化期成会夏季

要望（札幌市・東京都：議長）
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